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め
昨
年
度
中
に
亡
く
な
っ
た

方
々
に
あ
ら
た
め
て
哀
悼
の

意
を
表
し
た
後
、
次
の
と
お

り
述
べ
ま
し
た
。

　

「
今
年
二
月
二
十
九
日
の

北
辰
会
入
会
式
で
は
卒
業
生

百
九
十
一
名
を
会
員
と
し
て

迎
え
入
れ
た
。
北
辰
会
会
員

も
約
二
万
二
千
名
に
達
す

る
」

　

「
五
月
二
日
の
創
立

百
十
四
年
周
年
記
念
日
で
は

式
典
の
後
、
例
年
通
り
Ｏ
Ｂ

講
話
を
開
催
し
た
。
こ
の
講

話
は
北
辰
会
の
会
員
が
在
校

生
の
成
長
を
願
い
、
自
分
の

経
験
や
考
え
を
語
る
も
の
で

あ
る
。
皆
さ
ん
に
も
い
ろ
い
ろ

な
人
生
経
験
を
こ
の
よ
う
な
機

会
に
、
お
話
し
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
」

　
「
最
近
、
北
辰
会
の
活
動
が

停
滞
気
味
と
感
じ
て
い
る
方
も

い
る
と
思
う
。
世
の
中
の
動
向

が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
雇

用
形
態
等
に
も
変
化
が
あ
る
中
、

北
辰
会
の
職
域
支
部
の
会
員
減

少
、
地
域
支
部
の
高
齢
化
な
ど

い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
っ
て
、
北
辰

会
の
年
会
費
や
教
育
振
興
基
金

の
納
入
率
が
下
が
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
こ
れ
を
打
開
す

る
に
は
、
皆
さ
ま
方
に
母
校
へ

の
思
い
に
訴
え
る
以
外
、
方
法

が
な
い
。
ど
の
よ
う
に
し
て
皆

さ
ま
の
心
を
開
く
か
、
現
在
思

案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」

　
「
学
校
が
存
続
し
、
同
窓
会
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。
学
校
の
統
廃
合
や
そ

の
他
の
理
由
で
、
学
校
の
名
前

が
変
わ
っ
た
、
校
歌
が
変
わ
っ
た

と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
な
ん
と
か
北
辰
会
活
動

を
活
発
に
し
、
ま
た
学
校
を
支

援
す
る
活
動
を
今
後
と
も
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力

が
欠
か
せ
な
い
。
今
後
と
も
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
」

　

続
い
て
山
田
晴
隆
校
長
の
挨

拶
、
そ
し
て
石
田
浩
一
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
（
昭
和
五
十
九
年
電

気
科
卒
）
に
よ
る
挨
拶
、
そ
れ

か
ら
下
田
豊
一
副
会
長
（
昭
和

五
十
年
機
械
科
卒
）
の
部
活
動

後
援
会
長
挨
拶
が
、
そ
れ
ぞ
れ

あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
紹
介
の
後
、
平
成
二
年

卒
当
番
幹
事
の
恩
師
、
都
城
俊

彰
氏
が
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

永
年
勤
続
表
彰
（
勤
続
十
年
）

で
は
、
田
中
亮
平
先
生
、
松
永

佳
幸
先
生
、
木
村
美
恵
子
先
生

に
対
し
、
感
謝
状
と
金
一
封
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
議
案
審
議
は
、
恒
例
に

よ
り
森
会
長
が
指
名
さ
れ
て
議

長
を
務
め
ま
し
た
。

　

坂
田
智
之
事
務
局
長
（
昭

和
三
十
六
年
機
械
科
卒
）
か
ら

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
決
算
報
告
、
そ
し
て
平
成

二
十
五
年
度
事
業
計
画
案
お
よ

び
予
算
案
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
引
き
続
い
て
福
井
一
憲
監
査

（
昭
和
五
十
年
機
械
科
卒
）
よ
り

平
成
二
十
四
年
度
会
計
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
記
の
報
告
お
よ
び
提
案
に

つ
い
て
一
括
し
て
審
議
を
行
い
、

総
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
坂
田
事
務
局
長
よ

り
次
の
通
り
規
約
改
正
の
提
案

年
電
気
通
信
科
）
の
音
頭
で
乾

杯
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
席
者
で
は
最
年
長

と
な
ら
れ
る
清
原
直
行
氏
（
昭

和
二
十
年
本
科
第
一
種
機
械
科

卒
）
と
尾
崎
孝
義
氏
（
昭
和

二
十
年
専
修
機
械
科
卒
）
の
お

二
方
が
壇
上
に
上
が
ら
れ
、
皆
さ

ま
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
元
気
よ
く
挨
拶
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
お
し
ま
い
は
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
小
倉
工
業

高
等
学
校
北
辰
会
総
会
は
、
五

月
二
十
六
日
（
日
）
に
小
倉
飯
店

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
堺
町
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
当
番

幹
事
は
平
成
二
年
と
平
成
十
四

年
の
卒
業
生
が
務
め
ま
し
た
。

　

総
会
は
石
橋
修
樹
氏
（
平
成

二
年
機
械
科
卒
）
が
司
会
し
、

林
勝
男
副
会
長
（
昭
和
四
十
五

年
機
械
科
卒
）
の
開
会
の
辞
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

物
故
者
追
悼
で
は
、
旧
職
員
・

同
窓
生
ら
平
成
二
十
四
年
度
中

に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
四
十
二

名
（
平
成
二
十
四
年
五
月
～
平

成
二
十
五
年
五
月
判
明
分
）
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
祷
い

た
し
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
で
は
森
一
政
会
長

（
昭
和
四
十
一
年
電
気
科
卒
）
は
、

非
常
に
長
い
間
、
北
辰
会
の
活

動
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
故
・

長
野
正
景
・
前
会
長
を
は
じ

　

懇
親
会
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
恒
例
の
母
校

郷
土
芸
能
部
に
よ
る
勇
ま
し
い

祇
園
太
鼓
の
演
技
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
南
極
越
冬
探
検
隊
に

参
加
し
た
藤
原
淳
氏
（
平
成
六

年
電
子
科
卒
・
株
式
会
社
日
立

製
作
所
入
社
）
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

藤
原
氏
は
、
二
〇
〇
五
年
十
一

月
か
ら
二
〇
〇
七
年
三
月
の
間
、

南
極
越
冬
観
測
隊
に
機
械
部
門
担

当
と
し
て
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
そ

の
時
の
映
像
や
動
画
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
投
影
し
な
が
ら
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
地
で
行
わ
れ
る
各
種
観
測

お
よ
び
そ
の
他
の
作
業
内
容
、
基

地
の
設
備
や
基
地
周
辺
の
状
況
、

そ
し
て
基
地
内
で
の
生
活
の
様
子

な
ど
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
森
北
辰
会
長
の

挨
拶
、
当
番
幹
事
長
・
出
口
誠

氏
（
平
成
二
年
電
気
科
卒
）
の

挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
福
岡
支
部

長
・
俵
克
平
氏
（
昭
和
三
十
六

北
辰
会
懇
親
会
報
告

平
成
二
十
五
年
度

北
辰
会
総
会
開
催
さ
れ
る

が
あ
り
ま
し
た
。

▽
第
３
条
「
…
…
生
徒
の
体
育

向
上
を
…
…
」
の
語
句
を
「
…
…

生
徒
の
技
能
及
び
体
育
向
上

…
…
」
に
改
正
。

▽
第
５
条
の
４
「
体
育
後
援
会
」

の
語
句
を
「
部
活
動
後
援
会
」

に
改
正
。

▽
第
15
条
「
平
成
20
年
４
月
７

日
」
の
語
句
を
「
平
成
25
年
５

月
26
日
」
に
改
正
。

本
提
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
役
員
は
、
前
年
度

役
員
が
引
き
続
き
務
め
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
森
会
長
が
代

表
し
て
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
母
校
応
援
団
指
揮

の
も
と
、
母
校
吹
奏
楽
部
の
伴
奏

で
校
歌
を
斉
唱
し
、
竹
川
均
副
会

長
（
昭
和
四
十
九
年
機
械
科
卒
）

の
閉
会
の
辞
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

北
辰
会
部
活
動
後
援
会
主
催

の
「
部
活
動
が
ん
ば
ろ
う
会
」

が
、
平
成
二
十
五
年
七
月
三
十

日
（
火
）
午
後
六
時
か
ら
、
Ｊ

Ａ
会
館
富
士
見
ホ
ー
ル
（
小
倉

南
区
富
士
見
二
―
八
―
一
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
が
ん
ば
ろ
う
会
は
、

第
一
部
「
講
演
」、
第
二
部
「
懇

親
会
」
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
森
一
政
会
長
・
北

辰
会
役
員
・
同
窓
生
・
部
活
Ｏ

Ｂ
ら
、
そ
し
て
山
田
晴
隆
校
長
・

学
校
教
職
員
・
部
活
保
護
者
ら
、

合
わ
せ
て
百
名
近
い
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

【
講
演
会
】

「
学
校
に
お
け
る
部
活
動
が
果
た

す
役
割
」

～
問
わ
れ
て
い
る
部
活
動
の
在
り
方
～

講
師

　

中
島
幸
男
氏

（
芦
屋
町
教
育
委

員
会
教
育
長
）

※
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て

◇�

部
活
動
は
子
ど
も
た
ち
の
夢

や
希
望
を
実
現
さ
せ
る
一
つ

の
道
で
あ
る
。

◇�

学
校
の
部
活
動
は
、
中
学
で

三
年
間
、
高
校
で
三
年
間
と

区
切
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
仲
間
が
で
き
た
り
、
あ

る
い
は
指
導
を
受
け
る
こ
と

で
精
神
的
な
強
さ
と
か
、
我

慢
す
る
こ
と
と
か
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。

◇�

中
学
と
高
校
と
で
は
、
学
校

の
指
導
者
の
体
制
や
考
え
方

に
一
貫
性
が
な
く
、
全
て
が
変

わ
っ
て
い
る
と
の
思
い
が
あ
る
。

◇�

子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
は
、

す
ば
ら
し
い
選
手
に
な
る
子

も
い
れ
ば
、
補
欠
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
子
も
い
る
。
補
欠

と
し
て
終
わ
っ
た
子
の
中
に

も
す
ば
ら
し
い
人
間
性
が

光
っ
て
い
る
。

◇�

レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
出
て
い
な
い
子

ど
も
た
ち
に
ど
う
関
わ
っ
て

い
く
か
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
け
を

大
事
に
す
る
学
校
は
必
ず
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
問
題
を
起
こ

し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

◇�

ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
は
、
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
目
指
す
子
も
い
る
だ

ろ
う
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
を
身
に
付
け
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
く
人

間
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も

大
事
で
あ
る
と
思
う
。

※
運
動
部
活
動
の
問
題
点

一
、
体
罰
の
日
常
化

　

日
本
高
校
野
球
連
盟
と
朝
日

新
聞
社
が
実
施
し
た
全
国
の
加

盟
校
の
指
導
者
へ
の
実
態
調
査

で
、
県
内
の
指
導
者
は
「
体
罰

容
認
」
の
割
合
が
全
国
値
よ
り

高
め
で
あ
っ
た
。

　

体
罰
と
厳
し
い
指
導
と
の
線

引
き
は
難
し
い
。
そ
れ
な
り
の

効
果
が
あ
る
と
の
認
識
も
あ
る

が
、
今
は
そ
の
よ
う
な
時
代
で

は
な
い
。
良
い
指
導
者
と
は
何

か
を
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

二
、
ス
ポ
ー
ツ
事
故

　

運
動
部
活
中
の
死
亡
事
故
で

は
、
競
技
人
口
か
ら
死
亡
率
を

出
す
と
、
中
学
は
柔
道
、
高
校

は
柔
道
と
ラ
グ
ビ
ー
が
突
出
し

て
い
る
。
死
因
は
柔
道
が
頭
部

外
傷
、
ラ
グ
ビ
ー
も
頭
部
と
首

の
外
傷
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

問
題
と
さ
れ
る
の
は
学
校
指

導
者
の
意
識
で
あ
る
。
負
傷
者

が
出
た
と
き
、
戦
力
低
下
を
避

け
た
い
指
導
者
が
医
師
に
診
せ

な
い
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
原
因

分
析
を
行
う
に
し
て
も
、
情
報

が
賠
償
請
求
に
使
わ
れ
る
と
い

う
懸
念
か
ら
か
、
当
事
者
が
非

協
力
的
で
あ
る
。

　

指
導
者
は
事
故
や
熱
中
症
発

生
時
の
対
処
に
つ
い
て
の
研
修

が
必
要
で
あ
る
。

三
、
勝
利
至
上
主
義

　

勝
つ
こ
と
が
指
導
者
の
評
価

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
来
教

科
指
導
が
教
員
の
仕
事
で
あ
る

は
ず
が
、
そ
れ
が
別
の
と
こ
ろ

で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
問
題
が

あ
る
。

　

勝
つ
た
め
に
部
活
動
に
力
を

入
れ
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
生

徒
の
本
分
で
あ
る
学
力
向
上
に

も
気
を
配
る
べ
き
で
あ
る
。

　

生
徒
に
は
、
た
だ
言
わ
れ
た

と
お
り
に
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。

四
、	�

教
師
の
部
活
動
に
関
わ
る

時
間

　

教
師
が
部
活
動
に
関
わ
っ
て

い
る
時
間
が
長
く
、
自
分
の
家

庭
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
い

状
況
に
あ
る
。

五
、
保
護
者

　

小
さ
い
と
き
に
ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
て
い
る
子
ど
も
は
、
小
学

校
に
入
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

た
子
と
比
べ
て
伸
び
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
た
だ
そ
れ
は
他

の
子
が
や
っ
て
い
な
か
っ
た
だ

け
の
こ
と
で
あ
り
、
親
は
そ
れ

を
勘
違
い
し
て
自
分
の
子
ど
も

の
能
力
を
過
大
に
期
待
し
過
ぎ

て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

　

金
を
出
す
が
口
も
出
す
タ
イ

プ
の
親
が
い
て
非
常
に
困
る
。

特
に
野
球
と
か
バ
レ
ー
の
よ
う

な
球
技
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と
口

出
し
し
て
、
監
督
が
何
人
も
い

る
か
の
よ
う
な
有
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
チ
ー
ム
の

子
ど
も
た
ち
の
和
を
乱
す
こ
と

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

部
活
動
の
下
積
み
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
方

が
、
将
来
良
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
補
欠
に

な
っ
た
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
、
親
の
力
量
が
問

わ
れ
る
。

　

最
近
の
話
で
あ
る
が
、
野
球

選
手
で
体
重
が
増
え
た
ら
ボ
ー

ル
が
よ
く
飛
ぶ
と
い
う
こ
と

で
、
必
要
以
上
に
食
事
を
取
ら

せ
て
い
る
例
も
出
て
い
る
。

　

部
費
を
集
め
て
い
る
場
合
、

そ
の
管
理
を
き
ち
ん
と
し
て
お

か
な
い
と
、
業
務
引
き
継
ぎ
時

に
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
。

（
以
下
省
略
）

部
活
動
が
ん
ば
ろ
う
会
報
告

藤原　淳氏（平成６年電子科卒）



昭
17
年
電
専	

神
野　
　

節

昭
17
年
機
２
種	

浅
倉　

賢
三

昭
17
年
機
２
種	

藤
村　
　

悟

昭
20
年
機
３
種	

岸　
　

省
三

昭
20
年
機
２
種	

丸
谷　

敞
敏

昭
21
年
機
専	

小
田　
　

仁

昭
22
年
機
３
種	

前
田　

耕
一

昭
25
年
電	

松
尾　

茂
弘

昭
26
年
機	

村
上　

保
雄

昭
26
年
電	

浅
井　

孝
雄

昭
26
年
電	

小
川　

隆
人

昭
26
年
電	

黒
岩　

輝
彦

昭
26
年
電	

高
瀬　

敏
生

昭
26
年
電	

高
橋　

哲
夫

昭
26
年
電	

高
畑　
　

稔

旧
職
員	

藤
原　

俊
彦

	

（
校
長
）

旧
職
員	

大
江　

範
二

旧
職
員	

村
岡　

忠
昭

昭
９
年
機	

大
曲　

政
則

昭
９
年
機	

新
田　

武
雄

昭
13
年
機	

本
田　

隆
資

昭
15
年
機	

原　
　
　

勇

昭
26
年
電	

岡
本　

成
行

昭
26
年
化	

川
島　
　

功

昭
27
年
機	

野
口　
　

孝

昭
28
年
機	

宮
﨑　

政
信

昭
28
年
電	

高
嶋　

周
一

昭
28
年
電	

松
尾　

勝
弘

昭
29
年
機	

長
野　

正
景

昭
29
年
機	

福
井　

利
定

昭
30
年
機	

古
野　

温
永

昭
32
年
機	

坂
田
香
都
之

昭
32
年
機	

松
永　

芳
勝

昭
33
年
機	

吉
原　

正
視

昭
35
年
化	

清
水　

宜
勝

昭
36
年
機	

松
本　

保
喜

昭
37
年
機	

亀
井　

弘
毅

昭
37
年
機	

倉
本
三
千
年

昭
42
年
電
子	

小
田　
　

茂

昭
52
年
電
子	

三
宝　
　

博

昭
54
年
機	

中
村　

晋
介

昭
61
年
化	

上
田　

正
登

平
成
24
年
度
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
24
年
５
月
16
日
よ
り
平
成
25
年
５
月
15
日
ま
で
に
連
絡
の
あ
っ
た
方
々
）

平成 25 年 12 月 10 日 小倉工業高等学校北辰会会報 第 67 号（2）

平成24年度 北辰会決算書  及び  平成25年度 予算案

費　　目 平成24年４月１日～平成25年３月31日 平成25年度
予　算　額 摘　　要予 算 額 決 算 額 対比増減 摘　　要

収
　
　
入

前年度繰越金 687,818 687,818 0 591,633
同 窓 会 費 3,000,000 2,508,900 491,100 1,255件 2,800,000 ＠2,000円×1,400名
新入生入会金 600,000 600,000 0 ＠3,000円×200名 600,000 ＠3,000円×200名

在校生同窓会費 3,546,000 3,562,500 △ 16,500 ＠500円×12ケ月
×1,2,3年 3,588,000 ＠500円×12ケ月

×1,2,3年（598人）
預 金 利 息 182 94 88 福銀1　11円　福銀２　83円 67
名簿販売金 90,000 108,000 △ 18,000 24冊 112,500 ＠4,500円×25冊
雑 収 入 76,000 500,000 △ 424,000 総会寄付500,000円 307,800
合 計 8,000,000 7,967,312 32,688 8,000,000

支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

支部還元金 100,000 67,500 32,500 支部活動支援費 100,000 支部活動支援費

組織対策費 300,000 347,540 △ 47,540 組織強化費用・仁川
機械工業行事支援 300,000 組織活性化・組織強化費

大名簿編集費 1,000,000 1,000,000 0 名簿積立金 1,000,000 平成28年度改訂積立金
部活動後援費 1,400,000 1,300,000 100,000 部活動支援費用、同窓会バス補助 1,400,000 部活動支援費用、同窓会バス補助
事 務 手 当 1,000,000 1,000,000 0 事務局長手当 1,000,000 事務局長手当
人 件 費 1,400,000 1,336,480 63,520 パート代（交通費含） 1,400,000 事務局パート代
印 刷 費 200,000 147,012 52,988 印刷機・コピー機リース代・インク代 180,000 コピー機リース代・インク代等
会 報 費 550,000 437,156 112,844 北辰会報春季号 500,000 北辰会報印刷費、発送費
会 議 費 100,000 70,929 29,071 理事評議員会・支部代表者会議 100,000 理事評議員会・支部代表者会議
通 信 費 150,000 130,345 19,655 電話代・領収書葉書代・案内等 150,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅費交通費 300,000 263,460 36,540 各支部総会出席旅費等 300,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永年勤続表彰費 30,000 30,000 0 １名 90,000 学校職員10年勤続者３名
慶 事 費 150,000 162,000 △ 12,000 支部総会祝儀等 150,000 各支部総会祝儀等
産業教育振興会費 5,000 5,000 0 １口 5,000 産業教育等協賛費年会費１口
事務用品代 150,000 42,366 107,634 コピー用紙、PCモニター代 他 150,000 事務局事務用品等
振替手数料 110,000 97,365 12,635 会費振替手数料 100,000 会費振替手数料等
雑 費 60,000 43,060 16,940 茶葉代等 50,000 茶葉代等
事務局運営費 300,000 185,706 114,294 水道光熱費、家賃、清掃代等 250,000 水道光熱費・事務局清掃代・家賃
予 備 費 665,000 81,410 583,590 名刺台紙作成代 他 745,000
北辰会長表彰費 30,000 28,350 1,650 生徒表彰記念品代 30,000 生徒表彰記念品代
寄 付 0 600,000 △ 600,000 基金へ 0
合 計 8,000,000 7,375,679 624,321 8,000,000

次 年 度 繰 越 金 591,633
福銀１	 88,629円
福銀２	 290,086円
現金	 212,918円

費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収
　
　
入

前年度繰越金 2,635,689 2,635,689 0 前年度繰越金
寄 附 金 2,900,000 2,961,019 61,019
雑 収 入 311 721 410 預金利息
合 計 5,536,000 5,597,429 61,429

支
　
　
　
　
出

特別奨学金費 600,000 0 600,000

山田奨学会費 120,000 120,000 0 ＠10,000円×１名×６月（前期）
＠10,000円×１名×６月（後期）

科学研究奨学会費 500,000 500,000 0 情報教育システム物品購入
部活動奨励費 500,000 500,000 0
教育研究奨励費 200,000 0 200,000
国際研修費 400,000 268,840 131,160 全工協カナダ研修
管 理 費 200,000 118,481 81,519 振込用紙印刷代 他
事 務 費 270,000 341,140 △ 71,140 同窓会館財産使用料、切手代

予 備 費 2,746,000 240,840 2,505,160
次世代リーダー養成塾参加費
陸上部インターハイ
WRO全国大会
全国ロボット競技大会

合 計 5,536,000 2,089,301 3,446,699
	 　 収入額　　　　　　支出額
	 5,597,429円　－　2,089,301円　＝　3,508,128円（次年度へ繰り越し）

費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収
入

前年度繰越金 9,018,635 9,018,635 0 前年度繰越金
雑 収 入 365 959 594 預金利息
合 計 9,019,000 9,019,594 594

支
出

0 0 0
合 計 0 0 0

	 　 収入額　　　　支出額
	 9,019,594円　－　0円　＝　9,019,594円（次年度へ繰り越し）

平成24年度　北辰会定期総会決算書（平成元年・平成13年卒当番幹事）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収
　
入

総会会員券 1,670,000 ＠ 5,000 円× 334 枚
広 告 料 2,345,000 ＠ 5,000 円× 469 口
雑 収 入 778,117 祝儀115,000円　イベント収入180,000円　前年度準備金456,117円　その他27,000円（前年度広告代含）
合 計 4,793,117

支
　
出

総 会 費 2,334,316 総会飲食費、会場関係費、会場費、アトラクション代、写真代、総会資料及び会員券等印刷代、送料等
当番幹事会議費 417,038 当番幹事会議費及び反省会費
事務局運営費 2,041,763 次年度準備金463,748円　同窓会寄付500,000円　冬季会報費403,533円　通信費、雑費、事務局運営費等
合 計 4,793,117

差 引 残 高 0

平成24年度　教育振興基金（一般会計）決算書

平成24年度　教育振興基金（特別会計）決算書

　

同
窓
会
小
倉
北
支
部
主
催
の

「
２
０
１
３
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
は
、
平
成
二
十
五
年

八
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
六

時
半
か
ら
、
小
倉
飯
店
（
小
倉

北
区
堺
町
一
―
八
―
一
四
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
同
窓
会
関
係

の
方
が
三
十
七
名
、
学
校
関

係
の
方
が
六
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
の
方
が
二
名
、
合
わ
せ
て

四
十
五
名
で
し
た
。

　

ま
ず
、
小
屋
敷
憲
治
支
部

長
（
昭
和
四
十
一
年
工
業
化
学

科
卒
）
が
、
挨
拶
で
「
昨
夜
か

ら
の
雨
の
続
き
で
足
元
の
悪
い

中
、
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
ず
っ

と
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
お
顔
を
拝
見
い
た
し

て
、
元
気
そ
う
で
安
心
し
て
い

ま
す
」「
恒
例
に
よ
り
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
の
景
品
と
し
て
果
物
を
用

意
し
て
い
ま
す
」「
ま
だ
ま
だ
猛

暑
日
が
続
き
そ
う
な
の
で
、
残

暑
払
い
を
兼
ね
て
大
い
に
楽
し

生
徒
八
名
を
つ
れ
て
行
っ
て
き

ま
し
た
」
な
ど
述
べ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
下
田
豊
一
副
会

長
（
昭
和
五
十
年
機
械
科
卒
）

の
音
頭
で
乾
杯
し
て
始
ま
り
ま

し
た
。

　

宴
の
終
わ
り
は
お
待
ち
兼
ね

の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
賑
や
か
に

楽
し
み
ま
し
た
。

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」
な
ど
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
森
一
政
会
長
（
昭
和

四
十
一
年
電
気
科
卒
）
は
挨
拶

で
「
今
日
の
顔
ぶ
れ
を
見
ま
す

と
北
辰
会
は
か
な
り
高
齢
者
で

す
。
最
近
若
い
人
に
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
や

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
北

辰
会
の
目
的
で
あ
る
同
窓
の
親

睦
の
場
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
と
、
六
十
を
過
ぎ
た
人
が
主

体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
く
の

が
一
番
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
は

北
辰
会
に
関
わ
っ
て
英
気
を
養

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
な
ど
語
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
山
田
晴
隆
校
長
は「
小

倉
北
支
部
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
、
小
倉
工
業
高
校
の
国

際
交
流
を
大
き
な
意
味
で
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」「
本
年
度
も

七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
、
仁
川
機
械
工
業
高
校
に

２
０
１
３
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
報
告

（
敬
称
略
）

　

平
成
二
十
三
年
度
に
は
多
く

の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
二
百
六
十
三
万
余
円
の
募

金
を
賜
り
ま
し
た
。

　

こ
の
浄
財
で
平
成
二
十
四
年

度
の
教
育
振
興
基
金
と
し
て
次

の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
山
田
奨
学
会

　
　

一
般
奨
学
生�

一
名

�

十
二
万
円

一
、
科
学
研
究
奨
学
会�

五
十
万
円

一
、
部
活
動
の
奨
励�

五
十
万
円

一
、
国
際
研
修
事
業

　
　

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
に

　
　

生
徒
一
名　

派
遣

�

二
十
六
万
八
八
四
〇
円

一
、
予
備
費

　
　

部
活
全
国
大
会
補
助
な
ど

�

二
十
四
万
〇
八
四
〇
円

　

以
上
は
母
校
の
要
請
に
よ
り

事
業
を
推
進
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
二
十
四
年
度
に
、
五
百
十

一
名
の
同
窓
各
位
・
団
体
よ
り
ご

協
力
い
た
だ
い
た
募
金
・
寄
付
金

は
二
百
九
十
六
万
余
円
で
し
た
。

　

こ
の
浄
財
は
平
成
二
十
五
年

度
の
教
育
振
興
基
金
の
活
動
に

　

第
二
十
回
記
念
の
オ
ー
プ
ン

ゴ
ル
フ
大
会
は
十
月
二
十
三
日

（
水
）、
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
京
都
郡
み
や
こ
町
勝
山
松

田
）
で
開
催
さ
れ
、
七
十
五
名

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

生
憎
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

篭
原
裕
明

副
会
長（
昭

和
四
十
二

年
電
子
科

卒
）続
け
て

山
田
晴
隆

校
長
の
挨

拶
が
あ
り
、

赤
尾
正
洋

顧
問
（
昭

あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

北
辰
会
事
務
局
へ
直
接
現
金

を
納
入
さ
れ
た
寄
付
金
は
次
の

方
々
で
す
（
敬
称
略
）

山
下
恭
之（
昭
29
機
）元
校
長

�

一
万
円

坂
田
智
之（
昭
36
機
）�

八
万
円

山
本
久
信
前
校
長�

十
万
円

朝
日
新
聞
社
支
部　
二
十
八
万
円

中
村
達
志
教
諭�

二
万
円

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
保
護
者	

三
万
一
千
円

大
山　

勝（
昭
和
39
電
）�

十
万
円

住
友
金
属
支
部

	

十
二
万
六
〇
三
九
円

昭
和
四
十
二
年
同
期
会

�

三
万
八
千
円

篭
原
裕
明
理
事
長
（
元
校
長
）

�

五
万
円

部
活
動
後
援
会�

百
万
円

小
倉
北
支
部�

五
万
円

森
一
政
会
長（
昭
和
41
電
）�

一
万
円

岡
野
正
義（
昭
和
30
機
）�

十
万
円

中
村
共
博（
平
成
24
子
機
）�

三
万
円

　

そ
の
他
多
く
の
会
員
各
位
よ

り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
振
興
基
金
の
報
告

第
二
十
回
北
辰
会

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

　

会
員
の
皆
様
に
は
い
つ
も
北

辰
会
活
動
に
ご
協
力
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

非
常
に
厳
し
い
社
会
情
勢
の

昨
今
、
ま
た
出
費
多
端
の
折
、

誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
北
辰
会
の
円
滑
な
発
展
・

活
動
の
基
本
で
あ
り
ま
す
年
会

費
を
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

併
せ
て
教
育
振
興
基
金
へ
の

ご
協
力
も
お
願
い
致
し
ま
す
。

和
二
十
六
年
機
械
科
卒
）
の
始

球
式
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

和
気
藹
々
の
中
、
元
気
に
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

優　

勝	

石
田
哲
雄
（
一
般
）

準
優
勝	

石
川
克
三
（
昭
41
電
）

三　

位	

松
本
寛
毅
（
昭
41
化
）

【
女
性
の
部
】

優　

勝	

佐
藤
千
代
美
（
一
般
）

準
優
勝	

白
石
瑞
紀
（
一
般
）

三　

位	

内
田
嘉
代
（
一
般
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　

85	

上
田
周
一
（
一
般
）

年
会
費
納
入
の
お
願
い
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今
年
の
「
食
教
育
」
は
十
月

十
三
日
か
ら
三
日
間
、
母
校
食
堂

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
年
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒

二
百
名
お
よ
び
職
員
約
二
十
名
の

全
員
が
一
堂
に
会
し
て
、
食
事
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

食
事
会
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
「
合

掌
」
の
言
葉
に
合
わ
せ
て
全
員
が

合
掌
し
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
と

唱
和
し
て
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
し
て
食
事
の
終
わ
り
も
、リ
ー

ダ
ー
の
「
合
掌
」
の
言
葉
に
合
わ

せ
て
全
員
が
合
掌
し
、「
ご
ち
そ
う

さ
ま
で
し
た
」
と
唱
和
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
食
事
会
の
準
備
な
ど

を
し
て
い
た
だ
い
た
食
堂
の
人
た

ち
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
保
護

者
の
人
た
ち
に
感
謝
の
意
を
表
す

と
い
う
こ
と
で
、リ
ー
ダ
ー
の「
起

立
」
の
言
葉
で
全
員
が
起
立
し
、

そ
の
方
々
に
向
か
っ
て
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
唱
和
し
、

一
礼
し
ま
す
。

　

最
後
に
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
当
番

と
な
っ
た
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
後
片

付
け
を
行
っ
て
、
食
事
会
は
終
了

し
ま
す
。

　
「
食
教
育
基
本
法
」
が
平
成

十
七
年
に
制
定
さ
れ
、
毎
月
十
九

日
は
全
国
で
「
食
育
の
日
」
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
倉
工
業
で
も
平
成
二
十
年
度

か
ら
食
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
食
教
育
を
と
お
し
て

　

・
健
康
観
の
育
成

　

・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

　

今
年
度
、
福
岡
県
す

べ
て
の
県
立
高
校
の
就

職
内
定
状
況
（
教
育
委
員

会
発
表
）
は
、
九
月
末
で

四
一
・
〇
％
、
十
月
末
で

六
八
・
三
％
の
内
定
率
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
全
体

（
全
職
種
）
で
見
る
と
内

定
率
は
少
し
上
向
い
て
い

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

近
隣
の
工
業
高
校
に
問
い

合
わ
せ
る
と
、ま
だ
ま
だ
、

工
業
関
係
の
職
種
に
つ
い

て
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

　

・
食
事
の
マ
ナ
ー

　

・�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
で
心
豊

か
な
逞
し
い
生
徒
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
産
地
消
や
食
の
安
全
に

つ
い
て
も
、
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
福
岡
県
高
等

学
校
保
健
会
生
徒
保
健
研
究
発
表

会
に
お
い
て
、
母
校
生
徒
が
「
食

教
育
を
と
お
し
て
～
自
炊
の
す
す

め
～
」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行

い
、
十
一
月
八
日
北
九
州
地
区
大

会
、
十
二
月
六
日
県
大
会
と
も
に

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
中
で
本
校
は
、
一
次
試

験
内
定
率
が
七
七
・
三
％
、
現
在

九
八
・
八
％
で
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ

同
様
な
内
定
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
は
、
同
窓
の
皆
様

の
各
企
業
や
各
職
場
で
の
ご
活
躍

と
本
校
へ
の
温
か
い
御
支
援
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
先
輩
諸
氏

か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
倉
工
魂

で
、
一
人
一
人
が
高
い
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。
本
校
職
員
は
、
最

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏

会
が
平
成
二
十
六
年
二
月
八
日

（
土
）、「
北
九
州
市
ウ
ェ
ル
と
ば

た
」（
大
ホ
ー
ル
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

部
員
も
少
な
く
は
な
り
ま
し
た

が
、
日
頃
の
練
習
成
果
を

存
分
に
発
揮
す
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は

奮
っ
て
ご
鑑
賞
頂
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
北
辰
会

の
皆
様
を
始
め
学
校
関
係

者
各
位
に
は
、
部
員
（
生

徒
ら
）
か
ら
の
広
告
等
の

後
の
一
人
が
合
格
す
る
ま
で
、
全

職
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

田
中
誠
一
（
進
路
指
導
主
事
）

支
援
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
出

費
多
端
な
折
り
誠
に
恐
縮
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

吹
奏
楽
部
О
Ｂ
会
事
務
局

福
井
一
憲
（
昭
50
機
）

入場
無料

編集兼発行
福岡県立小倉工業高校

北辰会事務局
北九州市小倉北区白萩町 6-1
TEL 093（571）1124
FAX 093（583）4924

就職希望者	 171名
　内定者	 169 名
　（県内 91 名　県外 78 名）

内定率 98.8％
公務員希望者	 ３名
　内定者	 ２名
　残り１名　二次試験待ち
進学希望者	 24名
　合　計	 198 名

12 月５日現在

小倉工業高校吹奏楽部
第８回定期演奏会

と き	 平成 26 年２月８日（土）
	 開場 13：00　開演 13：30
ところ	 北九州市ウェルとばた
	 大ホール
	 北九州市戸畑区汐井町１番６号

学
校
だ
よ
り

『
食
教
育
』
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
開
催
の
ご
案
内

● ● ● 就職状況 ● ● ●
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平
成
二
十
五
年
度
体
育
大
会
は
、

平
成
二
十
五
年
十
月
六
日
（
日
）

十
二
時
か
ら
母
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
倉

工
の
伝
統
～
未
来
へ
繋
ぐ
我
ら
の

感
動
～
」
で
し
た
。

　

こ
の
テ
ー
マ
を
体
現
す
べ
く
、

各
ク
ラ
ス
の
生
徒
諸
君
は
そ
れ
ぞ

れ
、
心
を
一
つ
に
し
て
い
ろ
い
ろ
と

工
夫
し
、
練
習
を
重
ね
、
ト
ッ
プ

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
を
観
客
の
皆
さ
ま

に
、
十
分
披
露
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
も
女
子
選
手
が
、
１
０
０

ｍ
走
や
リ
レ
ー
な
ど
で
与
え
ら
れ

た
利
点
を
有
効
に
使
っ
て
成
績
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
ル
走

で
は
、
女
子
選
手
の
ハ
ー
ド
ル
の

高
さ
が
飛
び
越
え
る
程
で
な
か
っ

た
も
の
が
、
正
規
の
高
さ
の
三
分

の
二
程
に
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
女
子
選
手
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
位
置
も
男
子
選
手
の
一
番
目
の

ハ
ー
ド
ル
に
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
演
技
は
、
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
を
乗
せ
る
二
本
の
棒

が
、
ボ
ー
ル
を
外
側
か
ら
直
接
挟

む
こ
と
の
で
き
な
い
幅
に
紐
で
規

制
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
走
る

方
法
も
直
線
コ
ー
ス
を
リ
レ
ー
で

往
復
す
る
の
で
は
な
く
、
ト
ラ
ッ
ク

を
四
分
の
一
ず
つ
リ
レ
ー
し
て
周
回

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
競
技
の
結
果
も
そ
れ
ぞ

れ
の
ク
ラ
ス
に
加
点
さ
れ
ま
す
。

　

集
団
行
動
は
、
各
チ
ー
ム
と
も

そ
れ
ぞ
れ
見
事
な
統
率
力
と
演
技

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

終
盤
は
「
科
・
系
別
応
援
合
戦
」

「
科
・
系
別
対
抗
リ
レ
ー
」
そ
し
て

「
倉
工
応
援
」
で
、
場
内
が
大
変
な

盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

大
会
総
合
順
位
は
次
の
通
り
で
す
。

一
位　

電
気
系
・
電
気
一
組

二
位　

工
業
化
学
系
・
工
業
化
学
一
組

三
位　

機
械
系
・
機
械
一
組

三
位　

電
子
機
械
系
・
機
械
二
組

　

◇
集
団
演
技
賞

一
位　

電
気
系
・
電
気
一
組

二
位　

電
子
機
械
系
・
機
械
二
組

三
位　

電
子
系
・
電
気
二
組

（
入
場
行
進
＋
集
団
行
動
＋
応

援
合
戦
の
総
合
順
位
）

　

◇
装　

飾

＊
最
優
秀
賞

　
　

電
気
系
・
電
気
一
組

＊
ア
イ
デ
ア
賞

　
　

電
子
機
械
系
・
機
械
二
組

＊
努
力
賞

　
　

機
械
系
・
機
械
一
組

　
　

電
子
系
・
電
気
二
組　

 　
　

　
▼
北
九
州
市
長
杯
争
奪
高
校
野
球
大
会

小
倉
工
業
10

－

０
真
颯
館

小
倉
工
業
12

－
９
北
筑

小
倉
工
業
４

－
３
自
由
ヶ
丘

小
倉
工
業
６
－

０
慶
成

小
倉
工
業
７
－

５
九
国
大
付

　

優
勝

▼�

福
岡
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

兼
国
体
選
考
会

100
ｍ
Ｊ
Ｈ　

１
位　

藤
井
琉
成
（
電
系
一
年
）

400
ｍ
Ｈ　

１
位　

藤
井
琉
成（
電
系
一
年
）

最
優
秀
選
手　

藤
井
琉
成
（
電
系
一
年
）

▼�

福
岡
県
新
人
陸
上
競
技
選
手
権

大
会

走
幅
跳　

１
位　

黄
檗
快
斗
（
電
気
二
年
）

▼
北
九
州
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

《
少
年
男
子　

形
》

優　

勝　

大
庭
裕
之
（
電
気
二
年
）

準
優
勝　

古
矢
海
渡
（
電
系
一
年
）

３　

位　

遠
山
寛
大
（
機
系
一
年
）

▼
北
九
州
市
空
手
道
選
手
権
大
会

《
無
防
具　

形　

個
人
戦
》

優　

勝　

大
庭
裕
之
（
電
気
二
年
）

準
優
勝　

古
矢
海
渡
（
電
系
一
年
）

３　

位　

遠
山
寛
大
（
機
系
一
年
）

▼�

福
岡
県
空
手
道
選
手
権
大
会
北

部
・
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

《
男
子
個
人　

形
》

優
勝　

大
庭
裕
之
（
電
気
二
年
）

▼�

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
福
岡
県
大
会

〈
電
子
回
路
組
立
部
門
〉　

１
位

　

佐
々
木
裕
哉
（
電
子
二
年
）

〈
化
学
分
析
部
門
〉　

２
位

　

坂
口
彰
梧
（
工
化
三
年
）

▼�

福
岡
県
空
手
道
新
人
大
会
北

部
・
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

《
男
子
団
体　

形
》　

２
位

遠
山
寛
大
（
機
系
一
年
）　

萩
尾
光
貴
（
機
系
一
年
）

太
田
光
哉
（
電
系
一
年
）　

古
矢
海
渡
（
電
系
一
年
）

伊
藤　

蓮
（
電
気
二
年
）

《
男
子
団
体　

組
手
》　

優
勝

谷
口
和
希
（
電
気
二
年
）　

大
庭
裕
之
（
電
気
二
年
）

二
階
堂
竜
史（
電
子
二
年
）　

野
中　

樹（
電
子
二
年
）

坂
本
和
輝
（
機
械
二
年
）　

遠
山
寛
大
（
機
系
一
年
）

太
田
光
哉
（
電
系
一
年
）

《
男
子
個
人　

形
》

優
勝　

大
庭
裕
之
（
電
気
二
年
）

２
位　

古
矢
海
渡
（
電
系
一
年
）

《
男
子
個
人　

組
手
》

優
勝　

谷
口
和
希
（
電
気
二
年
）

２
位　

大
庭
裕
之
（
電
気
二
年
）

３
位　

二
階
堂
竜
史
（
電
子
二
年
）

▼�

第
51
回
北
九
州
市
民
体
育
祭
空
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校
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裕
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電
気
二
年
）

▼
福
岡
県
空
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道
新
人
大
会
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子
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体　
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手
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勝
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口
和
希
（
電
気
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年
）　

大
庭
裕
之
（
電
気
二
年
）

二
階
堂
竜
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電
子
二
年
）　

野
中　

樹（
電
子
二
年
）

遠
山
寛
大
（
機
系
一
年
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太
田
光
哉
（
電
系
一
年
）

〈
電
気
工
事
部
門
〉　

３
位

　

上
村
亜
未
（
電
気
三
年
）

▼�
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校
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づ
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り
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ン
テ
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〈
電
子
回
路
組
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〉
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秀
賞
（
２
位
）
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々
木
裕
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（
電
子
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年
）
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全
国
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
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